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ビタミンＤ量を強化した

生鮮ブナシメジの生産に向けて
▍技術のポイント
生鮮きのこに紫外線を照射するとビタミンD量は増加します。
その後の冷蔵保存により多くのきのこのビタミンD量は顕著
に減少するのに対して、ブナシメジのビタミンD量はわずか
な減少に留まっていました。冷蔵保存後もブナシメジに含ま
れているビタミンD量は食品表示法の栄養強調表示にて「ビ
タミンD豊富」と記載可能な基準値以上であり、また冷蔵保
存前後の量は許容差の範囲に収まっていました。

▍連携・橋渡しの方向
例えば、東京では都民の98％がビタミンD不足と報告され
ています。きのこ生産者がビタミンD量を栄養強調表示とし
て記載することによりビタミンD量を強化した生鮮ブナシメ
ジはビタミンDの供給源となることを消費者にアピールでき
ます。

▍詳細情報

▍担当者
きのこ・森林微生物研究領域 ・ 平出政和

図2 ブナシメジの栄養成分例

ブナシメジのビタミンD量は栄養強調表示の基準値（1.65µg/100g）

を超えている。

図1 生鮮きのこのビタミンD量

紫外線の照射により増加したブナシメジのビタミ

ンD量は1週間冷蔵保存しても維持された。
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